
〆9?2ーダーの

W 
2 

山
帥
尚

S
回
猫

時

尋
問

意

初
』

判
語
ム
・
怖
判
(
一
也
沼
崎
)

ω泊
ム
岨

l
-

》
繭
田

て
叫

4
1
U
N
アロ
l
u
N
'
H
亡
先
Y
嚇

間
一
一
…
帯
一
一
一
口
思
議
臨
…
酷
一
一
一
一
一
同
一
時
一
一
一
一
一
一

川淵

幽刷

。
剥
合
一
通
行
鵡
叫
甘
酢
一
川
端
判
明

S
Z
3
J
H
彰
台
骨
p
v
v

山

m
叫
↓
F

駒
山
…
龍
一蹴

ω
川
、
喜
郡

S
，
M
r
S
議
瑚
礼
v
d
m
v

対
〉
w
M
詩仙
w
d
A引
い
道
山
忠
一
州
繍
航
路
町
哨

溜
問
叫
凶
器
部
川
問
書
法
賠
川
町
叩
や
器
棚
判
例
品
目
時
一
…

馴

句

側

関

脚

内

制

早

川

町

山

側

立

諮

問

跡

関

知

嫡

嫡

刊

が

み

川

町

向

試

川

嗣

蜘

ぬ

れ

峨

明

日

掛

葉

、，
，'¥ 

日 本経憐耕閤
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，
『
性
現
象
の
歴
史
』
は
序
章
『
知
へ

の
窓
志
』
が
出
て
か
ら
、
な
か
な
か
後

が
続
か
な
か
っ
た
。
構
想
が
二
転
三
転

・し
た
た
め
だ
が
、
そ
の
閣
の
経
障
が
詳

し
く
紹
介
し
て
あ
る
の
も
興
味
深
い
。

そ
の
あ
と
死
の
直
前
に
よ
う
や
く
『
快
弁

31

楽
の
活
用
』
『
自
己
へ
の
回
墜
の
二

‘

総

銘

三

'
冊
が
出
版
さ
れ
た
。
続
刊
『
肉
体
の
血

7
・ト議
V
E

ι

七%以
寸
諮
問
諮
問
む
主
義
ヰ
ピ
ウ
時
計
ピ
円
相
機
一
…
刊
誌
は
戸
一
鴻

し
い
需
の
翼
で
あ
る
。
死
後
七
年
コ
l
の
系
撃
の
盤
を
ど
の
よ
う
に
分
ペ
ー
ジ
が
引
か
れ
れ
い
る
。
そ
十

一

番

は

需

の

緊
密
で
な
い

そ

ン

ト

ハ

あ
ま
り
、
神
秘
の
ベ
l

接
さ
れ
て
支
え
た
の
か
を
、
大
学
会
書
同
性
愛
。
言
、
彼
は

ζ
の
悩
み
に
フ
l
コ

ー

と

い

う

霊

祭

踊

動

¥

ぺ

鯵

は

ほ

浸

が

、

ζ
の
一
冊
で
明
ら
や
手
紙
の
や
り
と

2い
っ
た
レ
ベ
ル
需
の
安
定
を
失
っ
て
、
自
主
を
伝
え
て
余
す
と
ζ
ろ

窓

ぃ

。

訳

絡

機

ト
ヨ
申
告
長
一
一
諮
問
問
苦
言
語
九
三
時
刊
誌
や

碑

じ

た

の

は

も

ち

乏

、

書

室

差

点

ら

れ

る

と

と

の

去

っ

諸

日

諮

問

む

か

れ

わ

れ

い

訪

れ

時

間

同

日

1

k

h

y

j
u

料
を
数
多
く
発
掘
、
何
百
人
も
の
関
係
た
フ
l
コ
rの
も
う
ひ
と
つ
の
菌
、
た
る
。
ア
メ
リ
カ
で
エ
イ
ズ
に
感
染
し
れ
似
訳
。
(
新
潮
社
・
三
、
五

O
O円
)

以

持

…

碍

イ

九

均

九

津

信

と

え

ば

圏

外

で

の

襲

名

、

七

O

命
喜
と
さ
と
と
な
っ
た
の
も
、
:
京
工
芸
助
教
捜

J

、
誌
の
刑
務
所
華
覇
、
過
激
派
と
性
愛
の
た
め
だ
と
川
ぅ
。

橋
爪
大
三
郎

F 
5 

2 
::t， 

i z 
h 
司

6 

1 
記

事
詩

型
・多

望
γ" 

重
苦

'" e唱え
草
冶

証
言

2 
S 
~ 
YJ 
さ4

~ 
長
z 
-f 
品
合，

g 
宅

B 

s 
s 
'i 

{..; 

品

ふ'i

f • 

‘ 

D
・
エ
リ
ボ
ン
著

. ， 

'稀
有
な
知
性
の
素
顔
伝
え
る

鈎-ー福岡
4 
g 
市

，')o 

" 事ー

， 
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(月 t翌日)

見
過
ご
せ
な
い
内
容

「
ポ
ス
ト
問
造
主
義
」
が
い
ち

ば
ん
新
し
か
っ
た
一
時
期
、

H

山川

造
主
義
は
も
う
だ
め
H

な
の
が
当

た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
だ

が
そ
れ
に
は
、
何
の
根
拠
も
な
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
誰
も
、
間
造

主
義
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
き
ち
ん
と
理

解
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

ポ
ス
ト
納
治
主
義
と
は
何
か
を
き

ち
ん
と
主
躍
し
た
わ
け
で
も
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
わ
れ
わ

れ
は
、
間
泊
主
義
と
い
う
思
想
の

山
脈
の
大
き
さ
を
、
改
め
て
測
り

直
す
べ
き
附
で
あ
ろ
う
。

'
一九
O
八
年
生
ま
れ
、
今
年
制

歳
に
な
る
間
浩
人
類
学
者
ク
ロ
ー

ド
ー
レ
ヴ
ィ
リ
ス
ト
ロ
ー
ス
の
自

伝
的
対
話
『
迷
近
の
回
想
』
(
一

九
八
八
)
の
翻
訳
が
、
震
近
山
版

世
界
的
に
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
リ
ス
ト
ロ
ー
ス

が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
エ
リ
ボ
ン
の
質
問
に
答
え
て
八
O
年
に
及

ぶ
自
ら
の
生
涯
と
精
神
の
軌
跡
を
語
っ
た
『
遺
近
の
回
想
』
が
刊
行

さ
れ
た
。
文
化
人
類
学
者
と
し
て
の
レ
ヴ
ィ
H
ス
ト
ロ
ー
ス
の
学
問

的
な
足
跡
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
思
想
界
の
知
的
交
流
の
実
際
を

も
眠
っ
た
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
内
容
の
-一

冊
で
あ
る
。
橋

m大
三

〉
一
郎
氏
に
審
評
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。
一
編
集
部
)

2月 2.a.日，1992年〔平成4年〕"'̂-主室戸~ 
Z正1etFlJ 主題，

参照すべき第一級の資料

一
羽
目
に
立
ち
一五
っ
た
の
で
す
。

V

一
(
一
三
五
国
)
こ
の
批
さ
は
も
ち

一
ろ
ん
闘
で
な
か
ろ
う
。
だ
が
そ
れ

一
は
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
す
ぎ

女
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
H
ス

ト

…

一

一

な

か

っ

た

と

勾

え

る

べ

き

だ

。

別

ロ
l
ス
(
一
九
O
八
1
)
は

フ

…

一

な

附

所

で
、
彼
は
こ
う
の
べ
て
い

ラ

ン

ス

の

文

化

人

知

学

者

。

べ

…

こ

る

o
Aブ
ラ
ジ
ル
間
在
中
に
悶
鍛

ル
ギ
l
に

生

ま

れ

る

。

パ

リ

大

…

二

知

る

こ

と

が

で

き

た

部

族

に

卵

υ

ス

学
卒
。
五
九
年
か
ら
八
二
年
ま
…

・
で
、
私
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
次

一
で
コ
レ
l
ジ

ュ

・

ド

・

フ

ラ

ン

…

は

出

然
と
、
問
泊
を

「
い
く
つ
か
一
る
批
評
V
A
mに
凡
俗
さ
の
ア
リ
の
よ
う
な
点
に
気
が
つ
い
て
い
ま

同

ス

正

教

授

。

新

刊

に

「

親

族

の

“

の

察

知

の

同

定

し

た

関

係

」

の

よ

パ

イ

V
(二
九
山
一民
)
と
、
き
わ
し
た
。
つ
ま
り
、
ボ
ロ
ロ
放
と
、

ス

基
本
梢
造
」
「
悲
し
き
烈
市
」

…

う

な

も

の

と

イ

メ

ー
ジ
し
、
そ
れ
め
て
手
陥
し
い

0

・

ジ
ェ
族
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
そ
の

• 

占
「
問
山
地
人
知
学
」
「
野
生
の
思
…
を
接
的
と
か
形
式
的
と
か
批
判
本
刊
の
も
う
ひ
と
つ
の
足
、
も
っ
と
も
近
線
の
援
に
お
い
て

ヴ
考
」
「
は
る
か
な
る
視
相
同
や
…

し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
本
当
は
数
『
神
話
論
理
』
会
4
巻
(
一九
六

は

、
そ
の
社
会
組
問
が
似
て
い
る

レ

き

も

ち

焼

き

の

土

訟

つ

く

り

」

…

学

的

な

概

念

で

あ

り

、

「

開

設

」

四

3
七
乙
を
削
点
と
す
る
レ
グ
と
い
う
こ
と
、
そ
の
相
互
の
諸

な

ど

。

…

の

概

念

と

セ

ッ

ト

で

な

い

と

限

解

ィ

H
ス
ト
ロ
ー
ス
の
神
話
学
が
、
は
あ
る
一
つ
の
変
換
プ
ロ
セ
ス
の

で
き
な
い
も
の
な
の
だ
o
A制
造

ど
の
よ
う
に
附
恕
さ
れ
、
準
備
さ

興
な
っ
た
段
階
と
し
て
僻
釈
で
き

代

に

マ

ル

ク

ス

主

設

に

コ

ミ

ッ

ト

概

念

に

闘

す

る

あ

ら

ゆ

る

誤

解

、

れ

、

間

引き
下
る
さ
れ
た
の
か
と
い
『
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
1
E
J

し

、

社

会

話

活

動

家

だ

っ

た

と

密

概

念

の

あ

ら

ゆ

る

揺

は

、

ぅ

、

そ

の

一

干

年

に

わ

た

る

回

顧

幽

1

判

賢

一

主

回

い

う

号

、

ァ

メ

リ

カ

に

亡

命

…

注

し

づ

め

・

だ

い

さ

さ

…

更

が

忠

告

審

念

で

あ

る

。

一

窃

品

二

世

間

一

一

さ

走

。

し

て

い

た

頃

、

社

会

学
者
の
パ

1
2
3工

美

学
助
教
…
譲
れ
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
今
回
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
i
で
や
や

一

犯

問

主

当

面

一

対
談
の
相
手
は
『
ミ
シ
ェ
ル
・
ソ
ン
ズ
(
ハ
ー
バ
ー
ド
さ
か
ら
…
授
・
社
会
学
専
攻
。
東
大
大
…
う
と
と
を
抑
併
し
な
か
っ
た
と
い
意
外
な
の
は
、
神
話
空
事
が
り
白
磁
他
聞
別
組
閣
一
泊
一

日
E

フ
l
コ
1
伝
』
(
新
潮
社
)
で

=

か
な
り
待
遇
の
良
い
ポ
ス
ト
を
提
…
学
院
博
士
割
程
修
了
。
蓄
…
う
裂
に
原
因
を
求
め
る
と
と
が
る
よ
う
に
な
っ
た
の
ま
外
的
な
事
田
町
山
地
ぺ
諒
一
昨
一

』

士

一

回

目

』

阿

込

し

別

記

主

よ

悶
注
目
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
デ
供
さ
れ
た
の
に
、
そ
れ
を
振
り
切
…
に
「
言
語
ゲ
l
ム
と
社
会
理
…
で
き
る
と
さ
え
首
つ
で
も
い
見
憎
か
ら
だ
と
い
う
言
い
妻
、
彼
方

a想

議

唯

一

本

一

ィ
デ
ィ
エ
・
エ
リ
ボ
ン
。
対
話
の
っ
て
フ
ラ
ン
ス
へ
開
国
し
た
話
な
…
論
」
「
仏
君
主
題
」
…
ら
い
で
す
o
V
(
二
O
長
)
だ
が
し
て
い
る
精
分
で
あ
る

JA4
衣
ら
り
J

一日一

形
式
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
エ
リ
ど
、
こ
れ
ま
で
彼
に
つ
い
て
間
然
…
「
は
じ
め
て
の
制
治
主
義
」
…
か
ら
フ
l
コ
l
が
、
自
力
を

m造
発
点
と
言
う
な
ら
:
:
:
私
が
高
等
幽
三

4

日
∞
m
覧「

L

ボ
ン
は
あ
く
ま
で
も
聞
き
役
に
徹
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
に
…
「
冒
険
と
し
て
の
社
会
科
学
」
…
主
義
者
と
呼
は
な
い
で
ほ
し
い
と
研
究
原
詩
の
教
授
に
喜
一
言
ご
語
以

し、

読
者
一
か
い
ち
ば
ん
知
り
た
い
修
正
を
迫
る
部
分
が
多
く
、
見
過
…

「
現
代
思
想
は
い
ま
伺
を
考
…
言
っ
た
の
も
A
ま
っ
た
く
当
然
の
さ
れ
た
と
と
ろ
に
凶
く
べ
き
で
し

回

F
1
改
引
き
先
一
畑
訟

と
思
っ
て
い
る
レ
ヴ
ィ
リ
ス
ト
ロ
む
せ
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
…
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
な
ど
。
…

こ
と

V
E一
一
き

だ
と
言
つ
よ
う

9
8
2部
門
は
宗
教
科
一
岸
国
立

綜

岬
一
同
一

l
只
の
、
制
造
主
義
と
神
話
学
誕
今
後
レ
ヴ
ィ
リ
ス
ト
ロ
ー
ス
や
総
…
一
九
四
八
(
昭
和
幻
)
作
生
。
…

し、

『
S
/
Z
』
を
は
じ
め
と
す

学
が
昭
門
で
す
。
私
は
そ
れ
ま
で

圏
、

J

岡
部
古
一
附
引回

生
の
秘
密
を
う
ま
く
引
き
出
し
て
造
主
義
の
成
立
ち
に
つ
い
て
考
え
円
い
る
バ
ル
ト
の
仕
事
に
も
冷
淡
で
あ
去
し
て
婚
前
と
か
親
族

4
4
4
A姐
一
九
一

い
る
。

る

場

合

、

必

ず

参

照

す

べ

き

第

一
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
笑
態
が

る
。
い
わ
ゆ
る
「
将
造
主
義
的
玄
系
と
い
う
問
脳
に
関
心
を
集
中
し

回

i

l

---
一一一
T

E

こ
の
母
物
の
成
功
は
、
『
フ
l

級
の
資
料
と
な
る
こ
と
は
間
迎
い
ど
ん
な
に
バ
ラ
バ
ラ
な
も
の
だ
っ
学
批
評
」
に
至
っ
て
は
一、
入
構
造
で
き
ま
し
た
が
、
い
き
な
り
私
は

V
E
B
E
E
-
E
E
E
E
E
t
E
EL

コ
i
伝

』

で

も

み

せ

た

エ

リ

ボ

ン

な

い

。

た

か

、

今

回

の

証

言
で
も
よ
く
わ
主
義
的
と
自
分
で
決
め
と
ん
で
い
目
的
を
変
え
な
日
り
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
だ
と
い
う
乙
と
、
で
す

O
M
-

の
周
到
綿
密
な
調
査
の
力
量
と
、

.

か
る
。
レ
グ
ィ
H
ス
ト
ロ
ー
ス
そ

ι

ーい
-

J

'

涼

ぞ
こ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
の
仮
税
が

冷
静
な
察
眼
に
負
う
と
こ
ろ
が
「
構
造
」
と
「
変
換
」
の
人
か
ら
見
た
壁
義
と
は
何

um凶

鞠

鞠

錦

繍

繍

趨

円
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
震
の

れ
古
川
町
長
良
ン
誌
が
ご
は
訪
れ
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漠然と信じられてきたイメージに修正を迫る

橋爪大三郎
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主宰 言平
/ 9夕之ータべ②

『社会認識と想像力』 厚東 洋輔著、ハーベスト社、 1991、334頁、 3399円.

橋m大三郎(東京工業大学)

{本書のテーマは「社会学的想像力」である。) (あとがき) (私が本書を通して主張した

いのは、想像力なしには「社会」を認識することはできないということである。……「社会」

がほかの事物と同じ様に、一つの実在として存在 しているのは、 実は、私達の想像力のな

かにおいてなのである 。 r社会」を明断にとらえるた めに発動されるこうした想像力を

sociological imaginationと呼ぶならば、<社会学的想像力>の構造と機能を立ち入って明

らかにすること一これが私の論ずべき課題となる。) (第一章、 2頁)

こう宣言する本書は、四部十二章からなる。第 I部「社会認識と想像力」。第 E部「世界製

作としての想像力」。第E部「社会学的想像力の諸類型」。第W部「物語と社会学的想像力」。

各部三章ずつの整然、とした構成だ。これまで論じられることの稀だった想像力というテーマを、

正面きって本格的に取り上げた書物の登場を歓迎したい。

キ

本容のなかで、 (私個人の好みかもしれないが)いちばん筆が踊っていて楽しく読めたのは、

近代的な社会認識がどのように芽生えてきたのかを追った第皿部である。古代ギリシャの都市

国家のイメージが、ホップズの社会契約説のアイデアのなかに時を隔てて反響していく事情。

フィールドワークの創始者マリノフスキーの民族誌が読者を魅了するのは、旅の物語としての

構成を備えているゆえだという分析。柳田国男の郷土研究が、都市の対極にある郷土を(r日
本国」を認識するための模型=モデル)(234頁)と位置づけていたというあたりの指摘。著者

厚東氏は、社会学の学説史のみならず、西欧文明史にわたる豊富な知識を縦横に引証して、社

会学が主としてく都市>のイメージから、社会認識のための最大のヒントをひきだしてきた事

情を、説得的に論証していく。

さて、以上のように社会学的想像力の諸類型として、市民社会的想像力(第 7章)・人類学

的想像力(第 8章)・民俗学的想像力 (第 9章)の三つを掲げたあと、著者は続く第W部で、

それが「物語的構成Jをとることの必然を論じる。たとえば西欧近代は、社会を鳥臨する椛成

をそなえた小説を生み出した。ところが、日本の私小説はそれを欠いている。社会認識に必要

な想像力のあり方に問題があるのかもしれない(第10章)。小説にかぎらず、社会契約説のよ

うな学説も、起源を物語るという形式をもっている点、が注目される(第11章)。小説/社会認

理論と方法 (SociologicalTheory and Methods) 1992. Vol. 7， NO.l: 135-153 
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識 (社会学)/歴史学は、西欧の物語的構成の三つの可能性である。ウェーパーの仕事は「く起

源の再構成>のディスクール」、マルクスの仕事は r<概念の弁証法>的語り」とみなすこと

ができ、どちらも、社会学的想像力がすぐれた物語に結実した成果なのである(第12章)。こ

のように展開する本書の後半部は、社会認識に画期をもたらした重要な仕事がどれも、社会学

的想像力を自在に駆使した業績であることを照らし出していて、印象的だ。

宇

このように内容の豊かな本書であるが、全体の構成や執筆の意図がどの辺にあるのかと考え

てみると、わかりにくくなっていることに気付く。特にはっきりしないのが、著者の問題にし

ている社会学的想像力とはいったい、社会を認識する社会学者にとって必要と考えられている

ものなのか、それとも、社会を生きる一般の人びとにとって必要と考えられているものなのか、

どちらなのかということだ。

もちろん前者であろうことは、とりあえず間違いない。本書のあちこちに、社会学的想像力

を、社会認識の方法論として問題にしたいという趣旨のことが書いであるからだ。本書後半の

行論の進み具合も、それを裏書きしている。

しかし、話はそれほど簡単でない。社会学的想像力を、社会を生きる人びと自身の能力とし

て問題にするというモチーフも、一貫して見え隠れしているのだ。社会がとても一望しきれな

いほどの範囲に拡大したため、社会の実体はもはや人びとの想像力のなかにしか結ばれなくな

った。それゆえ、メタレヴェル(社会学者)でなく、オブジェクトレベル(社会を生きる人び

と)でこそ、まず想像力は根を下ろしている。さらに言えば、社会の拡大(近代化)にともな

って発展した人びとの想像力が、社会認識を結実したひとつのかたちが社会学であると、 著者

は位置づけているのだ。これによれば、想像力が社会学を育んだのであって、その逆ではない。

読者である私がとまどうのは、ここである。 r社会学的想像力」というコンセプ トを理解し

ようとする場合、社会学→想像力と解すればいいのか、それとも、想像力→社会学と解すれば

いいのか? 前者なら、学問・研究をするのに、よいアイデアを欠 くことはできず、それには

想像力を養っておくにこしたことはないという、よくある親切な指摘と変わらない。先輩社会

学者から学生諸君への、例示に富んだ研究の手引きということになる。しかし後者なら、想像

力は社会学の存立に欠かせない条件になる。もっと言えば、社会学の践能は、いわゆる自然科

学と区別され、ある社会を生きる人びとに、その世界についての想像力を喚起させ、ありあり

とした社会の像を提供することである、ということになる。著者が第12章でウェーパーやマル

クスの仕事を「物語り」行為に還元してみせているのは、そのことを主張したいためとも考え

られる。とすれば、社会学は「真実」を語るかに見えながら、実は人びとを「納得」させてい

るだけ(社会学手科学)、ということになる。

本容は、以上二つの可能性を秘めているが、若者の考えているのがいったいどちらであるの

か、よくわからな ~\o もしかしたら、著者自身もそこをわかり切らないままに、筆を進めてい

るのかも知れない。そう殴昧に読まれてしまう余地を設しているところが、 本書の弱点(あえ

-136 -
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全体のなかに全体があるというのは背理だから、単純な形式論理(尋常の科学〉で解けない。

そこで、想像力の出番になるという順序だ。しかしこの背理は、とりあえず著者が持ち込んだ

らので、すべての社会学者が共有しているものではない。

私が思うに、個人を「全体Jと呼ぶことは、可能だろうが条件付きである。つまり、その場

合、個人は外側から見られていてはならず、内側から見られたものである必要がある。「全体」

である個人とは、 「世界一内一存在」などという場合の「世界」にも当たるもの、経験の生じ

る地平のことだ。その内部に、経験的な対象が現前してくる。個人そのものは経験的な対象で

ない。このような現象学的な視点を前提にした場合、個人は全体であると言える。これに対し

て、社会が「全体」であるのは、論理的可能性としてだ。それを与えるのは、すべてを寄せ集

める操作(著者の言う rL J )だ。この全体は、経験できたり現前したりす:るものである必要

はなく、ただ「考えることができる」だけで構わない。ふつうの「原子論の体系」にいう「全

体」と同じものだ。

そこで、著者の結論的主張ー{想像力なしには「社会」を認識することはできない) (2 

頁) ーに読者が同意できるためには、つぎの二つの前提を、 著者と共有 している必要がある

ことになる。

(1)社会を「全体」と考え、かっ、個人を(現象学的な意味での) r全体」とみなす。

(2)この二つの「全体Jを解明することを、どちらも社会認識の課題とする。

逆に言えば、(1)に同意しない(個人を「全体」とはみなさない)か、あるいは、(2)に同意し

ない(r全体J社会を解明することだけを課題にする)という選択をするならば、著者の主張

には同意できなくなる。

では著者は、(1)、 (2)に対する反論の可能性をどのように封じているであろうか? 私のみ

るところ、その点がじっくりのべられていない。そのため、著者とは別の行き方をする社会学

者たち(たとえば、個人についてのいくつかの仮定から、社会について成立する命題を導こう

とする、数理社会学的な研究や実証的な研究〉を説得して「想像力は社会認識に欠かせない」

と信じさせるに足るだけのパワーが感じられないのだと思う。

そういう微妙な読後感を残しはするものの、本書はやはり労作である。本書の指摘するとお

り、たしかに〈近代の社会認識は、全体社会の把握と人間の理解という二つのテーマ) (57頁)

のあいだを揺れ勤いてきた。本書は、この二つのテーマを、どのような統一的な展望のもとに、

社会学という体系的な知書にまとめあげることができるかについての、意欲的かっ果敢な提案

なのだ。この提案が刺戟となって、多くの逆提案を呼び起こし、 ~fl誌がいっそう進展すること

を期待したい。

て言えば詰めの甘さ)であると私は思う。

読者として“想像力"をたくましくするならば、本書が本来あるべき姿とは、 「想像力こそ

社会学の母体であり、想像力なしでは一切の社会認識は不可能である」という強力な主張を展

開することなのではないか。

では、本書の前半部分で、想像力はどのようなものと定義きれ、どんな理由で社会認識に必

要だ とのべられていたろうか?

著者の整理によれば、 {想像力は、1.全体化(思い浮かべる) 2.造形(描き出す) 3.現前

化(想像する)という三つの局面をもっ……。全体を表象し・造形し・現前化する、という三

つの作用が、一点に向かつて集約され総合されるとき、そこに生み出される能力が想像力であ

る。) (19頁)言いかえるなら、 {全体化された対象に<形>をあたえ、それを介してく不在

の対匁>を具体的なものとして現前化する能力) (21頁)ということになる。

さて、このような想像力を介さないと社会が認識できないのは、社会がく形>あるものとし

ては現前しないからである。社会はひとりひとりの経験を越えて拡がっている。人びとは、社

会を個々に生きてはいても、社会そのものを認識しているわけではない。

そこで、社会認識を課題とする社会学の困難を、著者はつぎのようにのべる。(社会認識の

対象は、まず第ーに、全体としての「社会」である。……しかし、社会認識には、実は今一つ

隠された対象がある。それは一つの全体としての「個人」である。……社会と個人を同時に認

識するには、科学の尋常な方法だけでは駄目である。そこで呼び起こされたのが「想像力」で

ある。……「社会Jを一言で規定すれば<抽象的な全体>と言えるだろう。 r個人」は普通の

意味での「全体」であるが、 「社会Jは、社会 =L全体 であるので、いわば二階次の全体で

ある……。) (56-59頁)

科学は、部分が全体を構成するという「原子論」でできている。この通常の科学の方法(論

理的 lí~論)の範囲内に、社会認識の議論が収まらないと言える根拠は、 《社会認識の「原子論

の体系Jは二つの全体をもっ。 r個人」も全体なら「社会」も全体) (56頁)だからだ。社会

も四人も全体だと言うが、社会が全体なのは明らかなので、この主張は、個人も全体であると

いう著者の見解の上に組み立てられている、と言えよう。ここがおそらくポイントだ。

議論はこのあと、 この二つの全体(ミクロ・コスモス/マクロ・コスモス)をアナロジーの

関係で結ぶことが、モデルによる認識の本質だ、という具合 lこ進んでいく。地図を例にとって、

若者は、世界視線でも虫i司図でもない鳥殴図を、想像力がもっとも有効に働く場合だと位置づ

ける。社会を認識しようとする場合、ひとが鳥聞するモデル(小社会)こそが、部市であり、

フィールドであり、郷土である一こうして、本書の前半部は、冒頭に紹介した第皿部の議論

へと続いていく。

.先ほどのポイントに戻ろう。若者は悶人を、どのような程利で「全体」と呼ぶのか?それは

社会が 「全体」であると言う場合と、意味がずれているのではないか?
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『
共
同
研
究
『
wm戦
以
後
」
』

ill 

:11' 

毎
月
最
低
一
回
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
続

け
ら
れ
た
研
究
会
が
、
木
在
の
土
台
で
あ
る

と
い
う
。

A

本
書
は
わ
れ
わ
れ
四
人
が
か
ろ

う
じ
て
互
い
に
同
意
で
き
る
部
分
を
ま
と
め

上
げ
た
も
の
で
あ
V

る
(
「
あ
と
が
き
」
)
。
序

1
中
曽
根
、
第
1
章
と
第
7
翠
1
西
部
、
残

る
各
訴
の
う
ち
、
政
治
の
部
分
e
E
佐
藤
、
経

済
の
部
分
l
村
上
、
と
い
う
分
担
で
原
案
を

執
筆
し
た
あ
と
、
互
い
に
再
一
ニ
の
加
況
を
へ

て
成
っ
た
と
い
う
。
お
の
ず
か
ら
持
者
た
ち

の
議
論
が
収
束
し
て
い
く
緊
密
感
が
行
間
か

ら
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
話
の
筋
が
や
や
強
引

に
思
え
る
部
分
も
な
い
で
は
な
い
。
私
個
人

は
、
本
書
の
主
張
の
ほ
ぼ
七
訓
が
た
に
、
賛

成
し
な
が
ら
読
み
進
ん
だ
。

さ
て
、
「
冷
戦
以
後
」
が
ど
の
よ
う
な
世

界
に
な
る
か
を
考
え
る
に
は
、
冷
戦
そ
の
も

の
を
冷
静
に
分
析
し
直
す
と
と
ろ
か
ら
山
発

す
べ
き
だ
ろ
う
。
著
者
た
ち
も
そ
の
手
順
を

む
ら
か
み
・
や
す
す
け
一
九
=
二
年
生
ま
れ
。

国
際
大
学
教
授
。
理
論
経
済
学
専
攻
。

き
す
ぎ
る
民
主
主
義
・
社
会
主
誌
と
も
、
虚

無
主
義
に
転
一
治
す
る
ほ
か
な
い
価
値
相
対
主

義
と
も
一
一
線
を
回
し
、
社
会
の
伝
統
や
ル
ー

ル
の
も
つ
合
型
性
に
根
拠
を
凶
ζ

う
と
す
る

立
場
が
A
保
守
主
義
V

で
あ
る
。
五

0
1六

0
年
代
の
左
認
的
熱
狂
か
ら
、
七

0
1八
0

年
代
の
シ
-
フ
ケ
た
内
向
へ
。
そ
う
い
う
制
抑

の
振
幅
し
か
経
験
し
て
い
な
い
世
代
の
、
エ

ア
・
ポ
ケ
7

ト
で
も
あ
る
。
ル
ー
ル

1
8自

の
観
念
に
よ
る
な
ら
、
吉
本
陸
明
氏
の
言
う

⑥
あ
り
の
ま
ま
の
地
球
を
と
ら
え
る

吾

盆7旬、i

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
協
会
福

-
-
-
E
J
4い
去
だ
知
ら
れ
ざ
る
美
し
い
地
球
、
汚
染
さ
れ
危
機
に
ひ
ん
し
た

地
球
--v
・・・
そ
の
実
像
に
〈
地
球
人
〉
の
視
点
か
ら
笠
宮
な
写
真
と
鋭

-
一
『
之
容
設
で
這
4
9
a
ι
一一頁フ
ん
カ
ラ
i
で
起
一
一
に
カ
メ
ラ
マ
ン
の

ー
さ
去
最
裁
、
執
筆
陣
ば
選
り
す
ぐ
り
の
ラ
イ
タ
ー
が
結
集
。

:il 

• • 
，，s・
・
e'

中
曽
根
康
弘
/
佐
藤
誠
三
郎

村
上
泰
一
売
/
西
部
透

「
保
守
派
」
論
客

4
人
が
論
ず
「
冷
戦
以
後
」
の
世
界
の
行
方

金
者
v
橋
爪
大
三
郎
社
会
両
手

湾
岸
戦
争
、
ソ
述
邦
崩
援
と
い
う
歴
史
の

大
き
な
節
目
に
当
た
っ
て
編
ま
れ
る
べ
く
し

て
縞
ま
れ
た
、
日
本
を
代
表
す
る
「
保
守

派
」
の
論
客
四
人
の
大
部
な
論
考
で
あ
る
。

左
翼
・
革
新
勢
力
に
抑
制
彩
な
く
、
ポ
ス
ト
・

モ
ダ
ン
派
が
「
反
戦
声
明
」
で
腰
く
だ
け
た

あ
と
、
め
ぼ
し
い
議
論
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
ん
な
な
か
、
ま
と
ま
っ
た
者
書
を
世
に
問

う
た
著
者
た
ち
の
梢
甑
的
な
姿
勢
に
共
感
す

る
。
適
当
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
本
書
を
読

ま
ず
嫌
い
す
る
向
き
は
、
必
ず
し
っ
ぺ
返
し

を
食
ら
う
だ
ろ
う
。

濡13共
職諮問
S説話否河
童髭LE究

の
多
様
性
を
あ
る
程
度
許
容
す
る
国
際
新
秩
.

序
の
実
現
を
め
ざ
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、

本
書
の
指
し
示
す
方
向
だ
。

少
し
作
り
急
ぎ
の
感
も

ζ

う
聞
く
と
、
す
わ
「
日
本
再
軍
備
」
か

と
身
構
え
る
読
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い

う
き
わ
ど
い
政
治
的
選
択
に
通
じ
る
議
論
と

も
言
え
る
。
し
か
し
本
書
の
価
値
は
、

A

保

守
主
義
V

の
立
場
を
日
本
の
選
択
に
即
し
て

明
ら
か
に
し
た
、
原
則
的
な
姿
勢
に
と
そ
あ

ヲ

Q
。そ

も
そ
も
A
保
守
主
義
V

と
は
何
か
?

名
前
が
よ
く
な
い
が
、
自
由
主
義
と
言
っ

て
も
だ
い
た
い
同
じ
。
戦
前
・
戦
後
を
通
じ

て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
伝
統
が
な
い
に
等
し

い
わ
が
国
で
、
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
思

想
だ
。理

性
(
人
間
の
作
為
の
能
唱
さ
に
信
を
置

踏
ん
で
、
戦
後
の
日
本
を
か
く
あ
ら
し
め
た

世
界
に
つ
い
て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
念
考
察

を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

置
裂
と
思
わ
れ
る
弘
一
同一
点
を
い
く
つ
か
確
認

し
て
お
ζ

ぅ。

ま
ず
、
冷
戦
が
終
結
し
た
結
果
、
今
回
の

湾
岸
川
叫
争
を
機

κ、
A
侵
略
戦
争
は
違
法
で

る
あ
る
と
い
う
限
り
に
L

お
い
て
、
世
界
的
な
合

意
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
そ
の
結
果
、
否
認
さ
る

べ
き
戦
争
と
是
認
さ
る
べ
き
戦
争
が
国
際
ル

な
か
そ
ね
・
や
す
ひ
ろ
一
九
一
八
年
生
ま
れ
。

元
首
相
。
自
民
党
最
高
閲
問
。

に
し
べ
・
す
す
む
一
九
三
九
年
生
ま
れ
。
評
論

家
、
社
会
経
済
学
専
攻
。

「
共
同
幻
恕
の
逆
立
」
の
よ
う
な
周
折
を
経

・
な
い
で
、
個
々
人
の
人
生
の
場
所
か
ら
大
状

況
へ
、
思
考
の
道
筋
を
歩
め
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
著
者
た
ち
の
一
一一白一う
「
聞
か
れ
た
ナ
シ

ヨ
ナ

P
ズ
ム
」
と
、
ル
ー
ル
を
品
川
一視
す
る
私
の

立
場
は
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

向
山
作
山
川
争
に
あ
わ
て
て
「
反
戦
一
戸
川
」
を

出
し
た
「
若
手
文
学
者
た
ち
」
の
ど
う
し
ょ

う
も
な
さ
に
比
べ
れ
ば
(
比
べ
る
ζ

と
自

体
、
失
礼
な
の
だ
が
)
、
著
者
た
ち
は
ず
っ

回
第
一
回
/

3
冊
同
時
発
売
!

エ
メ
ラ
ル
ド
の
王
国

熱

帯

雨

林

の

危

機

大

出

健

訳

海
と
陸
が
出
会
う
と
こ
ろ

世
界
の
海
岸
線
と
自
然
海
保
真
夫
訳

大
地
の
贈
り
も
の

地
球
の
神
秘
と
驚
異
松
本
剖
三
訳

B
5
判
変
則
で
平
均
二
C
C
瓦

定
価
名
二
九

O
O円

l
i--

i

;
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1

1

1
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I i 

ー
ル
に
基
づ
い
て
定
ま
る
と
い
う
と
と
に
な

っ
た
V

(

一
六
二
行
)
。
と
の
こ
と
を
型
肝

し
左
い
日
本
人
の

A
歪
ん
だ
ナ
シ
ヨ
ナ

y

ズ
ム
V

が
ご
国
平
和
主
義
」
の
よ
う
な
反

米
的
A

対
外
強
硬
路
紋
V

を
う
ん
で
い
る
。

A

「
開
か
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
帥
開
立

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
現
活
法
を
い

か
に
改
正
す
る
か
と
い
う
論
議
に
苅
手
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
V

(
一
二
ハ
九
行
)
。

ま
た
著
者
た
ち
は
、

A
冷
戦
を
支
え
た
二

極
構
造
が
崩
捜
し
た
あ
と
に
訪
れ
る
の
は
一

極
構
造
で
も
多
額
椛
造
で
も
な
い
:
:
:
。
各

国
民
国
家
が
:
:
:
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
:

・
:
国
際
ル

1
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
を
漸
次

的
に
形
づ
く
っ
て
い
く
:
:
:
の
が
同
際
社
会

の
実
相
V

(
一一一一六
1
七
勺
)
だ
と
す
る
。

ζ

と
で
、
中
国
な
ど
A
東
ア
ジ
ア
の
発
展
モ
デ

・
ル
が
欧
米
の
市
場
モ
デ
ル
と
抵
触
V

(
三
二

O
勺
)
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
日
本
は
ア

メ

p
カ
と
責
任
を
わ
か
ち
合
っ
て
、
ル
ー
ル

さ
と
う
・
せ
い
ざ
ぶ
ろ
う
一
九
三
二
年
生
ま

れ
。
東
大
教
養
学
部
数
回
白
。
政
治
学
専
攻
。

と
ま
と
も
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
と
し
て
、

最
後
に
本
書
の
恋
口
を
言
っ
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
分
厚
い
わ
り
に
繰
り
返
し
が
多

く
、
読
後
感
が
す
っ
き
り
し
な
い
。
グ
マ
ニ

フ
エ
ス
ト
d

の
要
素
と
ρ
問
際
関
係
研
究

智一
Y
の
要
業
と
が
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
に
ま
ざ

っ
て
し
ま
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
そ
れ
と
関
係
す
る
が
、
日
本
人

が
「
冷
戦
以
後
」
ど
う
い
う
選
択
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
十
分
具
体
的
な
提
言
を
期
待
し

て
読
む
と
、
や
や
が
っ
か
り
す
る
。
ま
た
思

想
諮
と
し
て
読
む
に
は
、
提
言
に
至
る
思
考

の
迎
び
が
人
び
と
を
辺
く
だ
け
の
高
松
な
弾

力
(
規
制
叫
力
)
に
欠
け
る
う
ら
み
が
あ
る
。

要
す
る
に
、
少
し
作
り
急
い
だ
広
が
あ
る

が
、
十
品
川
は
品
川
秋
、
九

0
年
代
の
川
心
似
の
い
似

換
点
と
し
て
掠
り
巡
ら
れ
る
性
物
と
な
ろ

。

p
「
J

(
文
町
公

ι昨
秋
/
一
八

O
O円
)

童
日
午

波
止

地球を救え
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@この本を推す@

レコードの美学一一細川周平

w
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
先
駆
的
な
論
文
「
複

製
技
術
時
代
の
芸
術
」
を
発
表
し
た
の
は
一

九
三
六
年
の
こ
と
。
当
時
は
ま
だ
、

L
P
レ

橋爪大三郎

く コ
!
ド
も
な
け
れ
ば
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
な

も
C
D
も
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。

ス
テ
レ
オ
も
ビ
デ
オ
も
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン

は半

わ登
れ場
わ L
おた
三包 」

皐れ
盃ら

葬禁

真実
的仰 20
感の世
性氾紀
を濫後

ど
う
変
化
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
?

著
者
細
川
周
平
氏
は
、
こ
う
し
た
ま
っ
と

う
な
疑
問
に
取
り
組
む
。
『
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン

の
修
辞
学
』
の
著
者
で
も
あ
り
、
音
楽
の
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
貧
欲
な
関
心
を
も
っ
彼

は
、
こ
の
変
化
の
本
質
を

《
ほ
と
ん
ど
全
て

の
音
楽
が
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
化
」
し
つ
つ
あ
る

こ
と
》
(-w
頁
)
と
と
ら
え
る
。
本
書
が
「
レ

コ
!
ド
L

と
よ
ぶ
の
は
、
そ
う
し
た
動
き
を

支
え
る
あ
ら
ゆ
る
複
製
技
術
、
す
な
わ
ち

《音
楽
的
時
間
を
書
き
込
む
機
械
》
の
こ
と

だ。
本
書
は
三
部
か
ら
な
る
。

第
1
部
は
、

レ
コ
ー
ド
の
考
古
学
。

ソ
ン
に
よ
る
フ
ォ
ノ
グ
ラ
ム
の
発
明
か
ら
C

D
に
至
る
録
音
技
術
の
歴
史
が
ス
ケ
ッ
チ
さ

-d
詩
情
4
1
t
1
4
;寸・

JS川
J
1
1
1
2
J1
.
一、

~CVl..T開.t CÅRÄYJÜ~' 

J
R四
谷
駅
か
ら
新
-
宝
刀
向
へ
歩
い

て
数
分
。
右
手
の
ピ
ル
地
階
に
あ
る
の

が
、
ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ン
に
は
お
釧
染
み

の
喫
茶
「
い
!
?
る
」
だ
。

そ
の
マ
ス
タ
ー
の
後
藤
雅
洋
さ
ん
が
、

毎
土
限
日
の
午
後
3
1
5時
ジ
ャ
ズ
の
名
盤
を
か

げ
な
が
ら
D
J
風
に
解
説
し
て
く
れ
る
連
続
紫
座
を

始
め
た
と
聞
い
て
、
さ
っ
そ
〈
出
向
い
て
み
た
.

《
毎
回
2
人
の
ジ
ャ
ズ
メ
ン
、
各

4
3枚
計
6
枚
の

ア
ル
バ
ム
片
面
ぞ
紹
介
L
i
-
-
-
1年
印
週
て
『
ジ
ャ

ズ
・
オ
プ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
に
掲
載
し
た
す
べ
て
の

ア
ル
バ
ム
を
ひ

k
と
お
り
ご
紹
介
す
る
予
定
〉
と
い

う
、
人
柄
そ
の
ま
ま
に
大
河
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と

し
た
計
画
で
あ
る
。
私
が
顔
を
出
し
た
の
は
第
6
回

目、

A
B
C順
で
マ
イ
ケ
ル
・
プ
レ
ツ
カ

1
tク
リ

フ
ォ
ー
ド
・
」
ブ
ラ
ウ
ン
の
組
み
合
わ
せ
だ
。

「い

l
fる
」
は
、
二
十
数
年
ム別
に
開
底
し
た
当
初

か
ら
、
底
内
の
造
作
も
ほ
と
ん

E
変
わ
っ
て
い
な
い
・

当
時
は
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
乱
立
し
た
ジ
T

ズ
喫
茶
も
い
つ
し
か
淘
汰
さ
れ
、
い
ま
都
内
に
十
数

耳
引
を
残
す
ば
か
り
と
い
う
。
そ
ん
な
宮
川
に
と
ら
わ

れ
な
い
で
、
こ
よ
な
く
ジ
ャ
ズ
を
愛
す
る
後
藤
さ
ん

が
カ
ウ
ン
タ
ー
で
じ
っ
く
り
聴
き
こ
ん
で
き
た
想
い

が
、
簡
潔
に
刈
り
込
ま
れ
た
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
の

が
快
い
。

マ
イ
ケ
ル
・
ブ
レ
ツ
カ
l
(匂
)
は
、
初
め
て
聴

く。

ω年
代
の
ア
ー
チ
ス
ト
で
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・

ア
ル
バ
ム
仁
多
〈
登
場
す
る
ス
タ
ジ
オ
・
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
い
う
。
団
塊
の
世
代
の
私
は
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
t
閃
〈
だ
け
で
敬
遠
し
が
ち
だ
が
、
そ
こ
を
見
透

か
し
て
、
そ
れ
な
り
に
骨
の
あ
る
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん

t聴
か
な
い

t
ダ
メ
だ

t
後
藤
さ
ん
が
釘
を
さ
す
.

U
年
の
初
リ
ー
ダ
ー
作
は
、
た
し
か
に
コ
ル
ト
レ
ー

ン
そ
っ
く
り
の
指
づ
か
い
だ
が
、
全
体
の
印
象
は
カ

ラ
リ

t
し
て
別
物
だ
。
コ
ピ
ー
で
配
ら
れ
た
『
ジ
ャ
ズ

・
オ
プ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
の
後
藤
さ
ん
の
解
説
を
目

で
追
い
な
が
ら
音
ぞ
聴
く

t
、
的
確
に
ポ
イ
ン
ト
を

はしづめ・だい古ぶろう ポピュ
ラー置車学金量員とレても活置

中.近曹は r民主主毘1孟量高の政

治相j重であるJ (現代置館l.ー ‘、，・

ー

¥ 

コニ
ン

れ
る
。
重
要
な
の
は
、
複
製
技
術
が
音
を

「
再
現
」
す
る
の
で
な
く
、
ま
っ
た
く
新
し

い
美
的
体
験
を
創
造
す
る
点
。
ピ
ン
グ
・
ク

ロ
ス
ピ

i
以
降
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
-
シ
ン
ガ
ー

た
ち
は
、
ハ
イ
デ
ガ

l
風
に
言
え
ば

《
マ
イ

ク
ロ
フ
ォ
ン
|
内

存

在

》
(
邸
頁
)
で
あ

り
、
『
サ
!
ジ
ェ
ン
卜
・
べ
パ
|
』
以
降
の

ビ
ー
ト
ル
ズ
や
グ
レ
ン
・
グ

l
ル
ド
は
、

タ
ジ
オ
録
音
で
し
か
あ
り
え
な
い
音
作
り
を

始
め
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
/
コ
ピ
ー
の
神
話
を

打
ち
破
っ
た
の
だ
。

第
2
部
は
、
聴
取
と
複
製
技
術
。
自
律
音

楽
(
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
)
は
、
聴
取
の

特
別
な
あ
り
方
(
自
発
的
な
受
動
性
〉
に
支

え
ら
れ
て
い
た
。
複
製
技
術
は
、
音
源
を
複

製
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
の
聴
取
の
あ
り

方
を
変
化
さ
せ
る
。
レ
コ
ー
ド
の
普
及
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
自
身
を
一
種
の
「
模
像
」
に
変

質
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

第
3
部
は
、
美
的
経
験
と
し
て
の
レ
コ
ー

ド
聴
取
。
こ
こ
で
細
川
氏
は
、
複
製
技
術
と

と
も
に
隆
盛
を
と
げ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の

本
質
を
、
「
サ
ウ
ン
ド
志
向
」
と
規
定
す
べ

き
だ
と
提
案
す
る
。
グ
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ρ

か
ど

， 

. . 

う
か
は
、
音
源
の
美
的
な
性
質
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
そ
こ
か
ら
ど
う
い
う
「
効
果
」
を

受
け
取
る
か
と
い
う
聴
衆
の
問
題
な
の
で
あ

る
本
論
以
外
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
聴
取
を

め
ぐ
る
付
論
三
篇
を
収
め
た
本
書
は
、
加
世

紀
消
費
文
化
の
動
向
を
音
楽
を
紬
に
解
明
す

る
、
も
っ
と
も
正
統
的
な
書
物
で
あ
る
。

不
幸
な
こ
と
に
、
日
本
の
音
楽
ア
カ
デ
ミ

ス

ズ
ム
は

H

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
H

に
対
す
る

感
受
性
を
欠
い
て
き
た
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

が
こ
れ
ま
で
き
ち
ん
と
考
察
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
、
そ
れ
が
論
じ
る
に
値
し
な
い
か
ら
で

は
な
く
、
そ
れ
を
論
じ
る
だ
け
の
準
備
が
既

存
の
音
楽
学
に
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
著

者
以
、
批
判
的
マ
ル
ク
ス
主
義
、
現
象
学
、

社
会
学
、
記
号
論
な
ど
、
お
よ
そ
役
に
立
ち

そ
う
な
議
論
を
総
動
員
し
て
、
複
製
技
術
が

音
楽
の
第
一
線
で
ま
さ
に
ひ
き
起
こ
し
つ
つ

あ
る
変
化
に
肉
薄
し
て
い
る
。
そ
の
力
量
に

驚
く
と
同
時
に
、
グ
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
が

美
的
で
あ
る
'
と
い
う
当
た
り
前
の
事
実

この本を推す

喜
び
た
い
。

が
、
こ
れ
ほ
ど
厳
密
に
立
論
さ
れ
た
こ
と
を

(
勤
草
書
房
刊
)

押
さ
え
た
文
章
で
あ
る
こ
と
に
舌
を
巻
く
。

3
枚
目
色
》
は
手
に

t
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
来
た
。
最
後
の

の
『
シ
e

ア
イ
ス
ケ
1
プ
』
は
も
の
憂
い
都
会
の
心
象

L
P
可
サ
・
ピ
ギ
ニ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
ジ
・
エ
シ

風
景
を
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
な
施
律
に
の
せ
て
、
い
ま
も
ド
』
は
、
突
然
の
事
故
死
亘
削
の
録
音
。

一
瞬
ご
と

耳

に

残

る

一

曲

だ

。

の

銚

路

に

賭

け

る

二

十

代

半

ば

の

彼

の

《

即

興

に

臨

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ブ
ラ
ウ
ン
(
句
)
は
一
-
一
一
回
う
ま
で
む
姿
勢
の
い
さ
ぎ
よ
さ
》
を
権
能
し
た
。

も
な
〈
印
年
代
ハ

1
ド
・
パ
ァ
プ
の
天
才
的
ト
ラ
た
っ
ぷ
り
2
時
間
、
い
つ
も
の
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
の

ン
ベ

?
タ
1
・
後
藤
さ
ん
は
マ
イ
ル
ス
・
デ
!
ピ
ス
値
段
で
ジ
ャ
ズ
の
健
闘
醐
昧
を
心
い
〈
ま
で
満
喫
で
き

よ
り
、
彼
の
才
能
ぞ
高
〈
評
価
す
る

t
言

う

・

お

世

る

t
あ
っ
て
、
底
内
は
ほ
ぼ
満
員
の
入
り
。
私
の
よ

辞
に
も
録
音
状
態
が
よ
い
と
言
・
λ
な
い

L
Pだ
が
、
う
に
友
人
か
ら
の
聞
き
か
じ
り
で
、
ジ

T
ズ
の
全
体

そ
の
溝
の
聞
か
ら
で
も
〈
作
裂
す
る
音
色
の
輝
か
し
像
が
ま
る
で
わ
か
っ
て
い
な
い
不
真
面
目
な
フ
ァ
ン

刷
抗

に
は
、
お
あ
つ
ら
え
向
き
の
企
画
で
あ
る
・
若
者
や

部
制
女
性
の
姿
も
目
立
っ
て
、
新
し
い
フ
ァ
ン
層
の
拡
が

α
穴
り
が
う
れ
し
い
。

日
目

音
源
が

C
D
へ
と
急
速
に
切
り
か
わ
り
つ
つ
あ
る

℃
一
今
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ジ
ャ
ズ
の
名
盤
を
自
分
の
耳

回

九

で

聴

く

こ

t
自
体
が
非
常
に
む
ず
か
し
〈
な
っ
て
い

問
時
る
の
だ
と
い
う
。
音
の
ア
ル
ヒ
l
フ
(
資
料
館
)
と

定

し
て
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
の
役
割
に
目
を
向
げ
た
、

A
品

川
引
の
企
画
に
拍
手
を
送
ろ
う
・

1

j
却
後
藤
雅
洋
さ
ん
に
は
、

A
品
の
連
続
講
座
の
種
本
-

R
は

η

'

I
J

初

、

νャ
ズ
・
オ
プ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』

(
J
I
C
C出
版

万
一

m
g
の
ほ
か
、
ヵ
ジ
ャ
ズ
の
名
演
・
名
詐
{
欝
談
社

っ
λ

l

翌

耕

世
田
}
、
ヲ
シ
ヤ
イ
ア
ン
ッ
・
オ
プ
・
ジ
ャ
ズ
』

フ
f
B

ーι小
山

(
J
I
C
C出
版
局
)
の
著
書
が
あ
る
。
そ
し
て
つ

ヨ

向
い
最
近
、
語
り
下
ろ
し
の
対
替
市
ガ
ジ
ャ
ズ
解
体
新

作
打
匂
書
』
了

I
C
C出
版
局
)
が
出
べ
さ
っ
そ
〈
頁

h
x
寸
を
繰
っ
て
み
る

k
、
こ
れ
が
ま
た
対
談
と
い
う
極
め

引
計
四
一
て
ジ
ャ
ズ
的
な
形
式
(
即
興
の
妙
味
}
を
活
か
し
た

け
官
町

ス
リ
リ
ン
グ
な
面
白
き
。
た
か
が
ジ
ャ
ズ
、
さ
れ
ど

ぷ

獅

ジ
主
で
あ
る
。
こ
の
不
可
回
議
な
音
の
パ
ラ
ダ
イ

市

ω
晴
ス
に
魅
入
ら
れ
た
人
ぴ

t
の
誇
り
に
耳
を
澄
ま
せ
る

か
号
炉

t、
ジ
ャ
ズ
の
文
明
史
的
な
拡
が
り
と
向
存
き
が
ひ

ペ
悶
ベ
し
ひ
し

t
感
じ
ら
れ
る
。

~
ヤ
眠

U
と
い
う
わ
げ
で
、
お
暇
が
あ
れ
ば
土
曜
日
の
午
後

i
3

・

一1
1
琵
は
四
谷
の
「
い
!
?
る
」
へ
、
読
む
な
ら
後
藤
さ
ん

白日
目
前

の
本
を

t
い
う
の
が
、
最
近
の
お
勧
め
な
の
で
あ
り

師
川
忠
ま
す
。

. ， 

一

1 

， 
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文
明
の
差
異
を
解
く
鍵

ー

l
山
本
七
平
氏
の
聖
書
学

義彦

『
禁
忌
の
聖
書
学
』
と
聞
く
と
、
何
の
こ
と
か
と
戸
惑
う
が
、
「
禁
忌
」
と

は
タ
プ
I
の
意
味
。
聖
書
学
が
通
常
あ
ま
り
触
れ
た
が
ら
な
い
角
度
か
ら
、

聖
書
の
テ
ク
ス
ト
を
読
み
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

聖
書
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
典
で
あ
る
旧
・
新
約
聖
書
を
、
そ
の
成
り

立
ち
ゃ
内
部
構
造
に
立
ち
入
っ
て
解
明
す
る
学
問
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
想

像
し
に
く
い
が
、
欧
米
社
会
で
こ
の
学
聞
は
、
比
類
の
な
い
伝
統
と
知
識
の
.

蓄
積
と
権
戚
と
を
誇
る
。

と
こ
ろ
で
、
聖
書
学
は
ふ
つ
う
、
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
研
究
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
旧
約
聖
書
は
も
と
も
と
ユ

ダ
ヤ
教
の
聖
典
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
か
ら
聖
書
を
み
る

と
、
ま
た
違
っ
た
よ
う
に
読
め
る
。

さ
ら
に
同
じ
旧
約
聖
書
と
言
っ
て
も
、
現
在
正
典
と
さ
れ
る
聖
書
の
ほ
か

に
も
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
が
ら
、
そ
の
の

ち
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
七
十
人
訳
の
旧
約
聖
書
(
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
)
も
あ

る
。
聖
書
で
は
な
い
が
、
同
様
に
キ
リ
ス
ト
教
の
形
成
に
あ
ず
か
つ
て
力
が

あ
っ
た
ヨ
セ
フ
ス
の
著
作
や
、
新
約
聖
書
と
同
じ
頃
に
成
立
し
た
死
海
文
書

は
、
フ
ア
ラ
オ
の
王
子
だ
っ
た
モ

i
ゼ
が
エ
チ
オ
ピ
ア
に
遠
征
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
な
ど
は
ヨ
セ
フ
ス
の
書
を
通
じ
て
信
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。

第
三
の
断
章
「
マ
リ
ア
は
F

処
女
d

で
F

聖
母
d

か
」
は
、
パ
ウ
ロ
が
マ

リ
ア
を
聖
母
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
事
実
に
注
意
を
う
な
が
す
乙
と
か
ら
話

が
始
ま
る
。
で
は
な
ぜ
、
マ
リ
ア
は
処
女
と
さ
れ
た
か
。
処
女
懐
胎
信
仰
の

起
源
が
、
A

実
は
『
七
十
人
訳
』
の
誤
訳
(
へ
.
フ
ラ
イ
語
の
「
お
と
め
」
↓

ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
処
女
」
)
に
も
と
づ
く
マ
タ
イ
の
引
用
に
あ
る
V

と
と
を
、

キ
リ
ス
ト
教
学
者
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
明
ら
か
に
し
た
。
こ
乙
か
ら
ニ
ケ
i
ア

信
条

(
A

聖
霊
に
よ
っ
て
処
女
マ
リ
ア
か
ら
受
肉
し
、
人
と
な
っ
た
V
)

に
至

る
キ
リ
ス
ト
教
の
発
展
プ
ロ
セ
ス
を
、
山
本
氏
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
濃
厚
な
時

代
思
潮
と
絡
め
て
描
き
だ
す
。

ー
ー
と
い
う
具
合
に
、
本
書
の
六
つ
の
断
章
は
、
た
だ
ひ
と
塊
り
の
テ
ク

ス
ト
と
み
え
る
聖
書
を
、
そ
の
立
体
構
造
に
お
い
て
照
ら
し
出
し
て
い
く
。

*
 

私
は
こ
の
よ
う
に
、
山
本
七
平
氏
の
仕
事
を
高
く
評
価
し
て
い
る
わ
け
だ

が
、
氏
の
仕
事
の
本
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
行
動
様

式
と
西
欧
文
明
の
行
動
様
式
と
を
構
造
的
に
対
照
さ
せ
、
そ
の
差
異
を
鋭
ぐ

文明の差異を解く盟主

@築地書館
〒104東京都中央区築地2・10・12

足・腰・肩の痛みを断つ
健 骨法 ⑨新刊

西法正{国立立川病院院長)著

現代人の特徴とな勺てしまった腰

痛や'ffこりを治す万i去はあるのか。

格形外科の名医であるt.'者が.~
化を ~Jj.:r .からだの繍みをとる }j

i去を、イラストを{史ってわかりや

す〈説明する。Y-1494(税込)

一援
青森の農民と「核燃」
明石昇二郎+高矯宏[箸] ⑨新事j

保守王国・ 青振で「物言わぬ農民」

が自民党政治に叛旗をひるがえし

た。後らはなせg立ちあがり、どの

ように関勺たのか。現代の農業者

の闘いの記録を、壮大なドラ?と

して克明にたどる。￥1494(税込)
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爪

大
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良B

の
よ
う
な
資
料
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
縦
横
に
参
照
し
な
が
ら
、
山
本
七
平
氏

一
流
の
斬
新
な
切
り
口
で
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
本
質
に
迫
る

|
l
こ
れ
が

『
禁
忌
の
聖
書
学
』
(
八
月
、
新
潮
社
刊
)
で
あ
る
。

*
 

著
者
の
山
本
七
平
氏
は
、
昨
年
十
二
月
に
亡
く
な
っ
た
。
本
書
は
生
前
、

氏
が
『
新
潮
』
に
連
載
し
て
い
た
原
稿
を
ま
と
め
た
も
の
。
今
回
頁
を
繰
っ

て
み
て
改
め
て
、
わ
が
国
知
識
界
の
も
っ
と
も
苦
手
な
部
分
で
息
の
長
い
仕

事
を
の
こ
し
て
く
れ
た
氏
の
不
在
を
、
惜
し
ん
で
も
惜
し
み
切
れ
な
い
気
持

に
な
っ
た
。

本
書
は
六
つ
の
断
章
か
ら
な
る
。

最
初
の
「
裏
切
者
ヨ
セ
フ
ス
の
役
割
」
は
、
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』
な
ど
ヨ
セ

フ
ス
の
著
書
を
通
じ
て
、
西
欧
世
界
が
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
て
い
っ
た
事

情
を
丹
念
に
追
う
。
ル
タ
l
以
降
の
聖
書
中
心
主
義
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
影

響
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
が
む
し
ろ

ヨ
セ
フ
ス
の
書
を
通
じ
て
広
ま
っ
て
行
っ
た
と
い
う
事
実
は
意
外
で
あ
る
。

た
と
え
ば
セ
シ
ル
・

B
・
デ
ミ
ル
監
督
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
十
戒
』
で

え
ぐ
り
出
す
独
特
の
方
法
論
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

氏
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
従
軍
の
経
験
か
ら
、
日
本
軍
の
行
動
様
式
に
つ

い
て
深
い
洞
察
を
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
、
聖
書
を
通
じ
て
解
明
で
き
る
、

キ
リ
ス
ト
教
(
あ
る
い
は
も
っ
と
広
く
、
一
神
教
)
文
明
圏
の
人
び
と
の
行

動
様
式
と
、
比
較
す
る
と
と
を
試
み
た
。
そ
う
し
た
仕
事
の
精
華
が
、
山
崎

闇
斎
学
派
と
天
皇
制
と
の
関
係
を
論
じ
た
『
現
人
神
の
創
作
者
た
ち
』
で
あ

る
。
と
れ
は
、
日
本
人
の
思
考
・
行
動
様
式
(
氏
の
言
い
方
を
借
り
れ
ば

「
日
本
教
」
)
の
「
組
織
神
学
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
西
欧
世
界
の
人
び
と
が

日
本
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
と
う
考
え
る
に
違
い
・
な
い
と
い
う
意

味
で
の
「
規
範
性
」
を
そ
左
え
た
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
!
パ
ー
や
丸
山
虞
男

に
比
肩
す
る
仕
事
で
あ
る
と
思
う
。

国
際
化
と
は
、
異
文
化
・
異
文
明
の
緊
密
な
接
触
を
意
味
す
る
。
そ
れ

は
、
西
欧
世
界
と
日
本
社
会
と
が
ど
う
共
通
の
基
盤
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
と

い
う
課
題
を
、
わ
れ
わ
れ
に
突
き
つ
け
る
。
と
の
課
題
を
解
く
鍵
は
、
双
方

の
暗
黙
の
前
提
|
|
宗
教
に
と
そ
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
本
書
を
読

ん
で
、
そ
の
課
題
を
終
生
追
い
続
け
て
や
ま
な
か
っ
た
の
が
山
本
氏
で
あ
る

と
の
思
い
を
深
く
し
た
。

(
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

リ
と
ど
た

ru
様

。

つ

に

河
る
か
な
と

蝶
沈
詑
M
M

楽
ぷ

f
t

極
む
抗
日

h
・
⑨

政
判
明
一
同
駅

凶
剛
司

守

た

う

問

正

晶
化
日
し
っ

そ
民
の

臨
調
彰
細
い
て

。
蝶

地
議
比
九
州
m

鼻の相談室
なやむ患者となやまされる医師
高徳良[著]⑨新事IJ '1' 1854(税込)

慈悲医大名手幸童文筏・国際鼻科学会

会長の筆者がj人間のための医療』

という観点から.治療のあり Ii.-
考え方を具体的に解きあかす。

東
京
工
業
大
学
助
教
授
・
社
会
学
)

平岩米吉の犬の本重版出来

す

)
}
込

来
ド
閣
川

崎

ぴ

叩

廠

と

却

5

=
￥
 

⑨

静

剛
剛
幅
一

t
E
レ
本

M
ヨ
ク
の

の

ト

ぱ

晶
、
マ
れ

4
ノ

⑧

ぐ

犬の行動と心理
人間の友『犬」を理解する上で欠か

せない本。 ⑨ 2刷 ￥2060(税込)

画面・・園・・圃圃圃圃・・・・・・圃圃.
[1992~手度版]総合図書目録進呈.
ご請求は上記宛先まで。
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学
芸
文
庫
を
読
む

竹
田
青
嗣

『
現
代
思
想
の
冒
険
』

竹
田
青
嗣
さ
ん
の
『
現
代
思
想
の
官
険
」
が
、
毎

日
新
聞
社
「
哲
学
の
官
険
シ
リ
ー
ズ
」
か
ら
出
版
さ

れ
た
の
は
一
九
八
七
年
春
の
こ
と
。
当
時
は
ま
だ
、

ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
思
想
の
全
盛
期
だ
っ
た
。
そ
う
い

う
流
れ
で
こ
の
本
を
手
に
し
た
読
者
も
多
か
っ
た
ろ

う
が
、
そ
う
い
う
時
流
と
ま
っ
た
く
別
な
狙
い
で
竹

田
さ
ん
が
こ
の
本
を
書
い
て
い
た
こ
と
は
、
頁
を
繰

っ
て
み
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
。

「
現
代
思
想
の
冒
険
』
は
、
こ
の
程
の
本
と
し
て
は

驚
く
ほ
ど
わ
か
り
や
す
い
。
初
版
を
手
に
取
っ
て
、

そ
の
こ
と
に
私
は
感
動
し
た
。
最
近
で
は
わ
か
り
や

す
い
こ
と
自
体
、
一
種
の
昨
伊
り
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
当
時
、
そ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

竹
田
さ
ん
は
、
「
文
庫
版
あ
と
が
き
」
で
こ
う
書

い
て
い
る
。

《
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
:
:
:
は
そ
の
複

雑
さ
、

難
解
さ
で
、
奇
妙
な
思
想
上
の
幻
惑
を
人
々

に
与
え
た
。
わ
た
し
が
こ
の
本
を
書
い
た
の
は
、
そ

の
考
え
方
の
基
本
形
を
取
り
出
し
て
、
誰
で
も
が
こ

れ
に
適
切
な
判
断
を
下
せ
る
場
所
に
そ
れ
を
置
き
直

し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
思
想
が
人
間

て
全
体
像
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
人
び
と
の
努
力
の

産
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
哲
学
や
知
識
の
全
体
が
逆

に
、
そ
う
し
た
社
会
の
枠
組
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
も

き
た
。
こ
の
時
代
の
か
生
き
難
さ
。
を
抱
え
て
し
ま

っ
た
ら
、
過
去
の
同
様
な
人
び
と
の
思
索
と
格
闘
し

て
、
そ
こ
に
ひ
と
筋
の
活
路
を
切
り
開
く
。
い
つ
の

時
代
で
も
そ
れ
が
、
ほ
ん
と
う
に
哲
学
を
す
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
、
よ
く
あ
り
が
ち
な
の
は
、
哲
学
や
知
識
の

制
度
化
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
堕
落
だ
。

哲
学
は
無
償
の
営
み
な
の
で
、
そ
れ
を
保
障
す
る

た
め
に
大
学
な
ど
、の

ポ
ス
ト
を
設
け
、
哲
学
を
制
度

化
す
る
。
そ
こ
ま
で
は
い
い
。
け
れ
ど
も
そ
う
す
る

と
、
た
ち
ま
ち
、
哲
学
を
す
る
「
ふ
り
」
を
し
て
ポ

ス
ト
に
あ
り
つ
く
人
び
と
が
現
れ
て
、
制
度
の
な
か

に
居
す
わ
る
。
そ
し
て
、
多
数
派
に
な
る
。
気
が
つ

い
た
と
き
に
は
、
哲
学
の
制
度
が
あ
る
お
か
げ
で
、

ほ
ん
と
う
に
哲
学
を
す
る
人
び
と
の
思
索
が
か
え
っ

回想、の林達夫
久野収編優れた.';JH!.!家である

とともに他に却を見ないr;U迭し
た編集者でもあった材、達夫の業

制とその人柄を， 久~'f' J以「材、j主
ヅミさんとその仕事」ほか，氏ゆ
からの諸氏がl，ij，fJ.!する.

1:日六III 2400円(税込)

文章表現の研究
さまざまな生と死

井尻千男著 ïi~:'.:!J はいわゆる文

fE読本のーi冊である .人に人相l
があるように文には文相がある.

名コラムニス トの若者が35人の

存在感にiお ちた文相とその:~ti髄
を探究する.

四六判

日本エメfタースクール出版部

現代出版産業論
競争と協調の構造

小出鐸男著高度成長以後の出

版業の変貌を，豊富な資料と貴

重な聞き書きによって，産業的

・技術的視点からはじめて解IVl.
出版の産業化の正と負の笑態と

問題点を実証的に浮き彫りにす

る. 四六判 2600円(税込)

橋
爪
大
三
郎

の
生
活
か
ら
か
け
離
れ
て
:
:
:
一
種
の
権
力
性
を
帯

び
て
し
ま
う
こ
と
に
対
抗
す
る
、
ほ
と
ん
ど
陸
一
の

手
段
だ
か
ら
で
あ
る
。
》
(
二
四
九

1
二
五

O
頁
)

だ
か
ら
竹
田
さ
ん
の
わ
か
り
や
す
さ
を
、
よ
く
あ
る

啓
栄
の
文
体
と
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
は
い
け
な
い
。
啓

蒙
の
文
体
は
、
知
識
の
格
差
を
最
初
か
ら
前
提
に
し

た
う
え
で
、
単
な
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
わ
か
り
や

す
さ
を
装
う
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
竹

田
さ
ん
の
場
合
、
啓
蒙
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
知
識

の
格
差
そ
の
も
の
を
解
除
す
る
こ
と
が
、
戦
略
の
根

本
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
ど
う
読
み
と
る
か

が、

読
者
に
と
っ
て
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。

*
 

さ
て
、
以
上
を
頭
に
入
れ
た
う
え
で
目
次
を
み
て

い
く
と
、
た
っ
た
一
冊
の
本
な
の
に
、
デ
カ
ル
ト
、

カ
ン
ト
か
ら
始
ま
る
西
欧
思
想
の
流
れ
を
概
観
で
き

る
壮
大
な
梢
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ポ

ス
ト
・
モ
ダ
ン
を
早
わ
か
り
し
た
く
て
し
ょ
う
が
な

い
人
は
、
第
2
章
「
現
代
思
想
の
回
目
険
」
に
喰
ら
い

つ
け
ば
い
い
。
竹
田
さ
ん
が
独
自
に
読
み
こ
ん
で
い

て
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
す
る
。

自
分
の
生
き
難
さ
を
課
題
と
し
て
、
自
分
の
場
所

か
ら
こ
つ
こ
つ
哲
学
を
読
ん
で
き
た
竹
田
さ
ん
は
、

こ
う
し
た
堕
落
に
誰
よ
り
も
敏
感
で
あ
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。
外
国
の
事
情
に
よ
く
通
じ
て
い
た
り
、

学
力
が
高
か
っ
た
り
す
る
こ
と
で
さ
え
、
哲
学
の
堕

落
で
あ
り
う
る
の
だ
。
で
は
哲
学
を
、
ふ
つ
う
に
哲

学
す
る
人
び
と
の
手
に
と
り
戻
す
に
は
.
と
う
し
た
ら

い
い
か
?
そ
れ
に
対
す
る
竹
田
さ
ん
の
回
答
が
、

こ
の

『現
代
思
想
の
冒
険
』
だ
。

*
 

「回
目
険
」
|
|
こ
の
言
葉
に
は
、
シ
リ
ー
ズ
の
編
集

者
で
あ
っ
た
佐
々
木
消
昭
氏
の
万
感
の
思
い
が
こ
も

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
『
現
代
思
想
の
冒
険
』

は
二
重
、
二
一
重
の
芯
味
で
官
険
で
あ
る
。

ま
ず
哲
学
や
現
代
思
想
そ
の
も
の
が
、
い
つ
の
時

代
で
も
、
既
存
の
発
想
や
常
識
に
戦
い
を
挑
む
「
冒

険
」
と
し
て
し
か
あ
り
え
な
い
。
第
二
に
、
そ
れ
ら
.

2060円(脱退)

る
ニ

l
チ
ェ
や
フ
ッ
サ
l
ル
と
じ
っ
く
り
付
き
合
い

た
い
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
を
読
め
ば
満
足
で
き
る

は
ず
だ
。
終
章
の
「
エ
ロ
ス
と
し
て
の

〈世
界
〉」

で
は
、
い
ま
の
世
の
中
で
最
も
見
つ
け
る
の
が
む
ず

か
し
い
か
生
き
る
倫
理
。
の
ヒ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の

も
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

私
の
よ
う
に
、
思
い
出
し
て
は
哲
学
の
本
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
き
た
人
間
は
、
竹
田
さ
ん
が
お
馴
染
み

の
テ
ク
ス
ト
を
す
ん
な
り
、
し
か
し
び
っ
し
り
押
さ

え
て
い
く
様
子
を
み
る
と
、
そ
の
附
潔
さ
に
打
た
れ

て
し
ま
う
。
若
い
、
哲
学
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
の

人
び
と
は
、
竹
田
さ
ん
の
本
を
教
科
告
の
よ
う
に
読

む
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
も
よ
い
。
重
要
な
の
は

彼
と
い
う
一
人
の
人
間
の
な
か
で
、
現
代
思
想
の
多

く
の
流
路
が
確
か
に
交
叉
し
て
い
る
事
実
な
の
だ
。

*
 

竹
田
さ
ん
が
、
専
門
で
も
な
い
の
に
哲
学
の
本
を

(
も
う
一
度
)
系
統
的
に
読
み
始
め
、
こ
の
よ
う
な

哲
学
の
全
体
を
概
観
す
る
本
を
書
い
た
の
に
は
理
由

が
あ
る
。

竹
田
さ
ん
は
た
と
え
ば
、
こ
う
の
ベ
る
。

《人
聞

は
、
生
活
の
う
ち
で
の
耐
え
難
い
苦
し
み
が
、
日
常

を
超
え
た
大
き
な
社
会
の
枠
組
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
る
と
き
、
こ
の
社
会
の
枠
組
を
改
変
し

て
ゆ
こ
う
と
努
力
す
る
。
そ
の
と
き
社
会
の
全
体
像

を
思
い
描
き
、
そ
の
仕
組
を
な
ん
ら
か
の
形
で
と
ら

え
よ
う
と
す
る
。
》
(
一
六
頁
)
哲
学
は
、
そ
う
し

46 

の
哲
学
や
思
想
と
こ
れ
か
ら
が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
も

う
と
い
う
若
い
読
者
に
と
っ
て
、
読
書
は
、
自
分
の

旧
い
思
考
の
殻
や
先
入
見
と
最
後
ま
で
格
闘
し
ぬ
く

「
冒
険
」
と
し
て
し
か
、
可
能
で
な

レ
。
第
三
に
、

著
者
の
竹
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
こ
の
本
は
、
知
識
の

《権
力
性
》
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
有
効
な
文
体
を

生
み
出
せ
る
か
ど
う
か
の
、
の
る
か
そ
る
か
の
「
冒

険
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
|
|
こ
う
し
た
「
冒
険
」
が

浮
然
一
体
に
な
っ
た
ス
リ
リ
ン
グ
な
書
物
と
し
て
、
一

『
現
代
思
想
の
官
険
」
は
哲
学
の
冒
険
シ
リ
ー
ズ
の

な
か
で
最
も
成
功
を
収
め
た
。
そ
れ
に
刺
戟
さ
れ
、

私
は
『
は
じ
め
て
の
栴
造
主
義
』
や
『
冒
険
と
し
て

の
社
会
科
学
』
を
書
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

九
十
年
代
に
向
か
う
知
的
潮
流
を
切
り
開
い
た
と

言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
本
書
が
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
に

加
わ
っ
て
、
新
た
に
多
く
の
読
者
を
「
冒
険
」
に
誘

っ
て
い
く
こ
と
を
喜
び
た
い
。

(
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
点
以
工
祭
大
学
的
数
段
・
社
会
下
}
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出版情報誌「クリッパー」 見本呈

耳D;~lil;千代川1)(-:. ~ I有 IlI f2-4-6
岱 3263-5892FAX3263-5893 

列島の文化史@
・特集・博物館再考 「博物館と
民l俗学」牛尚史彦・・笹151山二・

大月l後克ほか/ ・i論文「水・ II1
・海」 大林太良 r八瀬草子の雌

像と実像」山本英二 r中世の誕

生J ij~ :本昌弘 rオオスズメパチ
ハンティングとそのftJIHl'lfJ:"')
~'i: I I~ filiーほか 2400円(税込)

霊魂の民俗学
宮田登著 1800円(税込)
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か
っ
た
。
大
津
氏
の
仕
事
は
そ
の
反

対
に
、
呪
術
治
療
の
儀
礼
や
近
親
姦

の
禁
止
、
贈
与
か
ら
、
未
聞
の
王

権
、
文
字
、
・
法
、
都
市
に
い
た
る
ま

で
、
一
貫
し
た
図
柄
で
議
論
を
進
め

て
い
く
。
こ
う
し
た
努
力
は
、
学
界

の
動
向
か
ら
み
て
、
貴
重
な
も
の
と

言
え
よ
う
。

と
い
う
わ
け
で
、
と
て
も
よ
い
本

だ
が
、
苦
言
も
少
し
の
べ

τお
こ

う
。
繰
り
返
し
が
多
い
。
ほ
か
の
本

か
ら
の
借
論
も
多
い
。
言
っ
て
い
る

こ
と
が
一
冊
目
と
ま
る
き
り
同
じ
で

あ
る
。
読
者
へ
の
サ
i
ヴ
ィ
ス
で
も

あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
も
っ
と
内
容
を

整
理
す
れ
ば
、
同
じ
こ
と
を
数
分
の

一
で
主
張
で
き
る
の
に
と
思
っ
た
。

最
後
の
あ
と
が
き
で
、
読
者
の
批

判
に
応
え
て
い
る
部
分
も
興
味
ぷ
か

か
っ
た
。
私
は
著
者
に
必
ず
し
も
同

意
し
な
い
が
、
本
訴
が
論
争
を
促
起

し
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て

い
る
。

熱
心
な
多
く
の
若
い
読
者
待
望

の
、
大
海
氏
の
本
格
的
な
社
会
学
理

論
番
。
全
三
巷
の
二
冊
目
に
あ
た
る

本
番
は
、
原
始
的
な
共
同
体
や
王
権

の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

『
身
体
の
比
較
社
会
学
』
と
は
耳

慣
れ
な
い
題
名
か
も
し
れ
な
い
が
、

.

決
し
て
奇
を
て
ら
う
も
の
で
な
い
。

身
体
と
は
〈
我
々
が
世
界
に
内
在
す

る
方
法
そ
の
も
の
〉
の
こ
と
。
そ
こ

か
ら
規
範
や
制
度
な
ど
が
生
成
す
る

ロ
ヲ
ッ
ク
を
、
多
く
の
社
会
の
比
較

を
通
じ
て
解
明
す
る
の
が
、
こ
の
書

物
の
目
的
だ
。

史
そ
の
も
の
を
、
集
合
的
な
身
体
の

織
り
な
す
ひ
と
筋
の
ド
ラ
マ
と
し
て

解
き
明
か
し
て
い
く
様
は
圧
巻
で
あ

る。
社
会
人
類
学
や
歴
史
学
の
仕
事

は
、
特
定
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
守
備
範

囲
を
限
定
す
る
結
果
、
一
般
化
を
お

そ
れ
、
断
片
的
な

知
見
の
集
積
に
終

始
す
る
場
合
が
多

著
者
は
身
体
が
、
も
っ
と
も
原
初

的
な
あ
り
方
か
ら
、
過
程
身
体
↓
抑

圧
身
体
(
ほ
ぽ
原
始
共
同
体
に
相

当
)
↓
集
権
身
体
(
ほ
ぽ
王
権
に
相

当
)
↓
:
・
へ
と
展
開
し
て
い
く
必
然

を
追
う
。
ア
フ
リ
カ
の
あ
る
部
族
の

不
妊
治
療
(
イ
ソ
マ
儀
礼
)
や
中
国

古
代
王
権
な
ど
、
豊
富
な
人
類
学
、

考
古
学
の
デ
l
タ
を
存
分
に
駆
使
し

て
、
原
初
か
ら
近
代
に
い
た
る
人
類

大津真幸著

制
度
な
ど
生
成
す
る
論
理
を
解
明

(
勤
草
書
房
二
ハ
一
八

O
円
)

東
工
大
助
教
授
橋
爪
大
三
郎

/デタ之イー@
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注
目
の
構
造
主
義
生
物
学

者
・
抽
出
問
消
彦
氏
の
新
著
で

あ
る
。

A
現
在
、
生
物
分
知

学
の
分
野
で
は
分
岐
分
知
学

と
呼
ば
れ
る
学
派
が
世
舛
的

に
流
行
し
て
い
る
。
し
か
し

私
に
は
、
こ
の
学
派
の
方
法

論
が
合

m的
で
あ
る
と
も
科

学
的
で
あ
る
と
も
恩
わ
れ
な

い。

・2
本
山
由
は
現
代
生
物
分

知
学
批
判
の
山
V

(

「
は
じ

め
に
」
)
で
あ
る
。
生
物
学

に
ま
る
で
う
と
い
私
だ
が
、

引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
印
刷
み

お
え
て
し
ま
っ
た
。

本
世
は
ま
ず
、
分
数
と
は

何
か
を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
。
議
朴
に
考
え
れ
ば

そ
れ
は
、
組
々
の
も
の
に
名

前
を
つ
け
て
抱
腹
(
分
刻
)

昆罰寄F更命E

E留E昆事国国E温毛主理

買監木曜日

す
る
こ
と
。
だ
が
、
よ
く
考

え
れ
ば
そ
う
単
純
で
な
い
。

手
前
の
つ
け
方
も
分
類
も
、

人
間
の
考
U
的
営
み
に
す
ぎ

な
い
。
人
聞
が
勝
手
に
名
前

を
つ
け
る
か
ら
、
動
物
や
制

物
と
い
っ
た
実
体
が
あ
る
よ

う
に
思
え
る
だ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
池
山
氏
は
、

ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
、
リ
ン
ネ
、
キ

ュ
ヴ
ィ
エ
ら
の
古
典
的
な
生

物
分
刻
訟
を
検
討
す
る
。
ま

た
巡
化
論
以
後
の
分
知
学
、

と
く
に
分
岐
分
鎖
学
の
考
え

方
を
吟
味
す
る
。
分
岐
分
知

学
は
、
も
と
も
と
進
化
論
と

関
係
な
か
っ
た
り
ン
ネ
の
階

岡
山
分
納
と
、
進
化
の
系
統
に

も
と
づ
く
分
刻
と
を
折
裂
し

た
も
の
で
、
矛
盾
だ
ら
け
と

1 2月 10日平成4年(1992年J

い
う
の
が
著
者
の
見
解
だ
。

も
っ
と
詳
し
く
み
よ
う
。

生
物
を
、
進
化
の
道
筋
を
規

制
中
に
分
類
し
よ
う
と
考
え
る

の
は
い
い
。
し
か
し
、
進
化

の
辺
筋
を
見
た
有
が
い
な
い

以
上
、
そ
れ
は
抗
氾
す
る
し

か
な
い
。
山
拙
定
は
、
生
物
の

形
態
を
手
が
か
り
に
す
る
。

川
町
す
る
に
、
生
物
の
形
態
を

手
が
か
り
に
生
物
を
分
類
し

て
い
る
だ
け
な
の
だ
。
し
か

も
、
分
岐
分
惣
ソ
ナ
は
「
M
飢

約
以
型
」
と
い
う
刀
法
を
用

い
る
が
、
そ
こ
か
ら
え
ら
れ

る
結
論
が
、
災
際
の
進
化
と

一
政
す
る
保
杭
は
な
い
。

若
者
の
批
判
は
論
旨
が
明

快
で
、
税
制
力
が
あ
る
。
本

川
か
ら
私
が
強
く
感
じ
る
の

は
、
健
康
な
知
の
ラ
デ
ィ
カ

リ
ズ
ム
の
制
動
だ
。

も
の
を
考
え
る
場
合
に
、

こ
と
が
ら
の
線
本
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
、
以
停
の
思
考
の
枠

キ
薬
り
腿
え
よ
う
と
す
る
の

が
、
知
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム

で
あ
る
。
池
川
氏
は
、
人
聞

が
も
の
を
み
る
態
度
の
板
本

に
、
分
類
と
い
う
活
動
を
さ

ぐ
り
あ
て
た
。
科
学
も
こ
の

態
度
の
延
長
上
に
あ
る
ほ
か

な
い
。
分
制
酬
が
「
山
似
」
で

あ
る
と
氏
が
言
う
の
は
、
そ

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ

の
う
え
で
池
削
氏
は
、
生
物

の
「
科
学
的
」
な
分
類
は
、

わ
れ
わ
れ
の
自
然
な
分
矧
と

制
鮎
(
そ
ご
〉
を
き
た
さ
な

い
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
一
一
言

う。
A
①
自
然
分
刻
併
は
、
そ

れ
を
惚
撤
し
た
り
命
名
し
た

り
す
る
人
間
(
別
に
分
知
学

者
で
な
く
と
も
よ
い
)
が
い

て
、
は
じ
め
て
伊
在
す
る
。

φ
凶
然
分
類
鮮
は
自
然
界
に

自
存
す
る
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
我
々
が
創
逃
す
べ
き
も

の
で
あ
る
V
O
二
七
作
)
。

司
わ
れ
れ
ば
そ
の
通
り
で
あ

る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
い
、

学
校
で
間
っ
た
辺
り
に
、
仙
川

叫
引
制
州
や
軟
体
動
物
と
い
っ
た

災
体
が
、
自
然
界
に
存
在
す

る
と
凶
い
が
ち
だ
。
そ
れ
が

「
似
似
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と

|
そ
れ
が
き
ち
ん
と
加
に
落

ち
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
科
学

の
州
制
か
ら
解
ぎ
欣
た
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

(は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ

ろ
う
H
東
工
大
助
教
授
)

三主
志、

入門のための
がyクガイド

加踊尚民
丸刈ライブラリー

醐問
、、

『環境倫理学の
すすめ』

掛
川

引

『はじめての

権造主義』

厳訟渉
怠畿新.

E瑚弓

E国本

『新哲学入門』

忽がら.現実悶置を前にし危冒掌の可鍵慢を脅えてい<.同U著者の『パ

イ;tヱシヲクスと11何かJ (来調際社}を傷ぜて諌むと、パイオエシヲクス

【生命a・理学】と環境・理掌という、 1男代祉会と留学 .1・11掌の圃録、-

..，思・が見えてく g.

『現代衝・J11. lIJI!.r玲清治~~~昨に刊行されr=. !lUII栓暗闇筒

ー也彊鵬の阿眠薬組闘劃三唱愚剖蜘'帽がアカデミッ夕、<!>公・帽がE里中

心忽のに封し・なるべく若い竃輔骨 セを考える織を田，てL'dJという.置傘

・車車lIIJIl民会場い<I't'‘ーもヒットしたのが、 Zの*~扇面114 軍"1:' 8方副圃
..何とレョても分かりゃすい文軍がう117::. ..近l三'"ス H_週主・が'E;Iだ

11ど、そ申前の樋温-"11、その!Eみ自明であるレヲィ=ストロースを理周し哀し

~うJ という留り治み方も疎みやすさにつはが，た.

間隔忽置い園しで

4'"11に初めて51!下ろし危λ門

.世. r入門・11.I・いていて剣諸にはるほいからねJと(.(‘広がる、このあと

『曹司伊λPト!ll爾J(圃聞社現代鰯.1も出煩.縄I1;('1A吾畢 ー量挙f.i"扇面圃

に.内するj妥11差"司同にした.阻1111、存夜省、実011の3.%1-る，.る栂tt
11 . 1*1民間・作金3・ f存在と~.喋J がまに高 l'奮の阻!u・しか出てい，.(.現S震
で降、実盟舗Olf植をl!.ることができる点で貴重.

難しいイメージが強L、哲学を

何とか分かりゃすく伝えられないか。

そう考えた多くの学者が苦闘してきた。

80年代半ば以降に出版された中から、

.新書・文庫を中心{こ10冊選んだ。

...錨鎖症開始端最

中村雄二郎

趨波新・
虫剤可

『術語集』
一軍に忽ること1:1:-

小阪修平他

IICC也草剤

1(胴

11'"代単.:、ポスト.温室.曹司・E圃固・p・lr隈;JとカSがベストセヲーlこfh
F日曜曾9かげに、鴫代思想プー冒.開 b 当時、隠鎗 f凹・宝島jの・Z昼著

していた011'慎二さん11・え危. . ... ~自主慣もわからんのに、ポスト栂温室・mん

てのが幽て君危とほフtlf氾.そんr:1II・の寵週刊しニんは量量fl*が2!1万・も完ng..にa¥g.思想世直nをもτ，と分かりゃす〈鱗畿すれば."O;11鵬也2万人11
・んで〈れg隠ろうJ.苦手研究・らによg平・11文Iflこ周闘を多用した"."

l率、 g障に倉温畠厳し危分も曾めて百万・~IIえ.緩圏 .e"，圏】も10万・1こ温し

た. r量量ブームは続わり、来..ト高画室副も面・した量じだ1)1，吾れ脳員惜厳し

U思想が描てeでt .，.いが.;.この怠もま~，，~売れそうJ と石斧さ1.・. 

わかりたいあなたのた曲白

『現代思懲・入門a信隼の・~.で11. このK曹司・・・圃薗直前隼由『留学入門II<!>公続.1
に鎗=刷、近〈中自彊llRD里町圃圃陣学の漫蓬ーさ回るニとと脅えるこd
-1 (省浪眠・》、今患の r・侵略田1(:11何か1 I岡1.それぞれ""が

良いが、 「アイデンティティ湿ぴjとL'":IIこ現代思想のキーワード岨

を湖目、倒温!ll1Iをちりばめて、 5，ずつ鰯臨したこの率1;1:...のmぃ
置しが現代管掌の濁潔とほる<!>で.11にあげる今村さんの志に過じるもの

倉imd.どζからでも観めるのが、理，.. 

大手予偏担、荷台昼の 一貫曹司E賞金正a滑車町署がブックレヮトには含て列売され

ていあ.今村仁笥『忽懇のIJ[種圃圃..  量三皿r..・文化・繍PJaJ.r:1図濁

ー『ファヲシ・ンという畿置』ほt司障問IA¥が多い 《河合当主化鍍宵研究所奥行1.
こ串本{率、近代に入9て世界大省、ナチス同居をl%laDとする f人濁が組"した_Jが噌え.近代を筒宜的にとるえる哩蛤8叱J..'1I(tz?たことを指鯛し危うえ

で、近千切t"のパターンを6つに分{ヲ、それぞれの111m.鳴を明快にII~てL 唱.
そして 『近刊を盆修として、しかる薦問車にIIg副玄や@ょうJとr:urする.

、~/.、2tpp
L~' . ~ 可-‘ 、....~- ・予切，! 

主司司・・・.‘ ~. 1:"\ : : 也屯.，.

~i.'l .'司・・，お匂.".
~~ :: I. .~ 子宮i

・・也、 金終闘世代の多彰多省証明治学憧会渇唖.周・1怠玄室W凶.~が.在日
隅人として聞劃眠開時瓜封耐師臥制、カラ才何プロ
鎗みの簡を短置し危り.友人との鯵哩置で理婦を潔めてきた曾掌・思撃の分野で

も、 『自分司E岡あたjtJの哲学入門1 (ち〈まライブラリー》ほど...喧い.こ

の咽1.87隼tこ・B瞬間詮かる出版され.6月にltlllに忽9たItl)-り. rひまと

繊銀oo;g人周しか入れないよう11陸"に見える醤雪解を.いつでも障でもすぐ亭

にで!tgようにし危いーと@思レ.'伝ねる.

竹田育園

ち〈ま隼主主圃

匝剛司

木田元
調儀社常輔実買

13:問

A，ahr St・rmbunW明 klVAEAA 1992.8.1 B ~・2

して出題されたの

1123 .... 章、表撃が天国民に陪"姻圃lI:iI曹を撃のことf.!.?F-.そん電苦心ott:i%
eとりあげるのか.曲目E代に出危苅町九支拘鴻にしても俄刺鴻にしても、多

""広がりを拘つポスト柵~:t恨の膨"が色渇レのに比べると、綱趨主・以
前の省当併しか-，こλ9ていほレこの'"の方が、現代哲学の避が見え1"11.‘

簡がl'>g'、るFム怖に今住紀初捌由貿間後況が分かりPすt‘・・・にとョて

11峰:lt作.文庫曙ø;とがきで ~(‘かにもお・きとい9た家賃いが目立"J と
.省していあが、それがまたー崎代'"宣篤Jを§じさぜる.

f γ ヱー川市日 !~3:S\' } (尚.~~ l27 ¥.}) P. ，1:1 1992年8月18日允行帽!日続III1H

雷管省、

.する前@・11の恰・-その思いF・~の'"にああ砲の迫力を拘た電ぎている.高
官事・2・-山符含湿の中で!lI'"で"'"し慢げてきた3・・1.-盟割..‘奪町に弘
小嶋と咽じJt1l..，lI.等監JiMの 1員同国軍代j という時代吾首慣に. 高飽主主~
，，:，r.:8分がいかに留学を噂んど必を憎いてL ・〈 福岡P学生m・を~%し危m・の健

・だが、ー人の留学少量Eの私小鋭ーの<!>に.近代留学かる近代1It"、そして睡

近世ヘtDit の冒険ーがgるれ.現代留学の混れも..0吃F上がる.
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